
ケースＢ：スペインの公証人役場で離婚した場合

※スペイン方式で離婚した場合，
用紙右側の証人欄は記入不要

本籍地はハイフ
ン（-）等を使わ
ず，戸籍通りに
記入
×霞が関2-2
○霞が関二丁目
2番

氏名は夫妻と
も戸籍通りの
書き方で記入

２ １ ３０

ロペスガルシア アルバロ 日本 花子

にほん はなこ

西暦1987 12 1 平成2 3 4
外国人は
西暦で記入

日本人は
和暦で記入

スペイン国マドリード県マドリード市 スペイン国マドリード県マドリード市

セラーノ通り１０９番地1階２号 フアンブラーボ通り２番地２階４号

ロペスガルシア、アルバロ 日本 花子

東京都千代田区霞が関二丁目２

日本 花子 スペイン国✔

ロペスディアス、ホセフアン 日本 一郎
ガルシアロドリゲス、マリア 長 洋子 二

平成２５ 10 令和元 2

スペイン国マドリード県マドリード市セラーノ通り１０９ 1階2

✔

（公証人離婚の場合）

令和●年●月●日、スペイン国の方式により離婚成立。同国公証人△△氏作成の協議離婚

公正証書並びに離婚登録証明書添付。

※押印は任意
+34-00-000-000

記入例

届け出る日を記入
（郵送の場合は記入日）

✔

在スペイン日本国

外国人の署名は記入不要 日本 省子

誤って記入した部分は横線で削除し、上部等の余白に正しく記入してください。
修正液・修正ペンは使わないでください。


